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相似の関係にある⻑⽅形⼆つを⼀つの⾓が重なるように配置する。⼩さい⻑⽅形の対⾓
線を重なっている⾓を始点として延⻑しようとすると、⼤きい⻑⽅形の対⾓からずれた位置
につながるように⾒える。2 つの⻑⽅形は相似であり、対応する対⾓線の傾きは等しいので、
⼩さい⻑⽅形の対⾓線と⼤きい対⾓線の⻑⽅形の対⾓線は物理的には⼀致する（図１・図
2）。 

2 つの⻑⽅形の⽐は錯視に影響する（図３）。また、対⾓線⾃体の傾きは錯視に影響し、
同じ⻑⽅形のセットでも、縦⻑に配置するか横⻑に配置するかで錯視の⽅向が逆になる （図
4）。対⾓線⾃体が垂直・⽔平にあるときは錯視が⽣じない（図５）。 
本錯視は、同じ規格でサイズが異なる紙が 2 枚あれば簡単に体験できることも特筆したい
（例 A3 と A4、B4 と B5）(図 6)。 


